













































し、どのように完了するのであろうか。 Varonisand Gass (19鴎)は修復
の過程を次のようなモデルで示している。
①→eq→I→(C)→ R→向→ R限R→¢
















25J : (前略)男の人刺した男の人っていうのは そのー刺さ T 
れた女の人と一芸庭銑主食之エエニ前から
26F:んー ちょっと もう一度
27J :んー えっと刺した男の人はーんと女の人と- R 






30F: こうさ~\ RR/I 








































































































タスクAの タスクAr;: タEス笛ク叡Bの タスクBr;:..テスト 正笛敏
(9悶申〉 要した略岡 (9問中〉 憂した暗闇
F1 20σ7%) 自 3・30 9 2・55
F2 23(88%) 9 3・07 9 3'17 
F3 20(77%) s 4・15 9 8・08
F4 21(81%) 9 8・53 9 4・33
F5 22(85%) 8 3・54 8 3'18 
F6 22(85%) 8 4・4 9 3・43
F7 19σ3%) 9 4・'41 9 10'.判
















(A， B， C)に分類した。これはターン数の多くなる原因として、 NNSのシ


























タスクに コミ2ニケ それぞれのコミョ二ケージョンの磁鍵におηる修値シーョツ.した暗闇 の萄鍵叡 ターン.. 
F1・B 2ちS 6 2 3 3 2 2 2 
F2 'A 3'07 3 3 2 3 
F5' B 3・16 3 2 3 3 
F2・8 3'17 4 3 2 2 3 
F1 'A 3加 2 2 5'. 
F6' B 3明 1 3 
F5・A 3割 5 3 ， '5'， 2 3 .・5・.
F3・A 4'15 6 3 3 2 2 3 3 
F4' B 4羽 2 2 3 
F7'A 4・'41 7 4' ， 3 5' .'5・. 2 .ぢ 3 
F6'A 4・'4 3 3 3 3 
F8' B 6窃 4 3 2 2 3 
F3・B B宙 7 3 日ザ〆 3 .・4・. 3 取多 .11・.
2 ，1，' D" -6， 3 -・7・ 2 3 
F4・A 8ち3 10 
・ー1.0，・ 2 
3 2 2 3 3 2 : -¥ -:.奇ー.
F7' B 柑 43 15 ~ .・13，・ 1事・. 9' 3 : 1P-: .~・.
p. • 2 ，"・.防:司 3 3 2 
F8' A 12'16 16 :-17:-'5" "'. 3 :・骨・: 2 3 :~・:~ 


































コミ2ニケー A B c ショジの磁館館
エコー官 21 13(1引.9%> 7 (33.3%> 1 (4.8%> 
エコー 24 9 (37.5%> 13 (54.2%> 2 (8.3%> 
不正砲な 5 5 (100%> 。(0%> 。(0%>エコー
不理解の明示 13 9 (69.2%> 4 (30.8%> 。(0%>
N湿NS鰐自確'鱈の 22 19 (86.4%> 2 (9%> 1 (4.5%> 
ちう-11 5 2(40%> 3 (60%> 。(0%>雷って下さい
間銀関 2 2 (100%> 。(0%> 。(0%>
非雷随行勘 2 2 (100%> 。(0%> 0(0%> 
















工コ-ft エコー 不正確 不理解 理解確認 ちう一盛 間銀関 非言語工コー の明示
F1・B A1 A1 K3 A1 
F2・A K3 
F5・B A1 A1 A1 
F2・ B A1 A1 A2 
F1. A A1， B1 
F6. B A1 
F5・A A1， B1 A1 B1 A1 
F3・A A2 A1 A1 A1 A1 
F4・B A1 A1 
F7・A A1， B1 A1，B2 B1 A1 
F6. A A1 A1 A1 
F8・B A2 A1 A市
F3. B A2，B1，C1 A1，B1 C1 
F4.A K3，日2 A1 B3 A1 
F7・ B A2， B2 A1，B2，C1 B1 A4，B2 
F8.A A2，B8，C1 A2 A1 A2 
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(APPENDIX] 
理解カテストA(タ::I ~A) 直腸カテストB(タスヲB)
1.いつ咽l;1tんですか. 1.いつ岨じ砂んですか.
2.どこでおとりましたか. 2どこでおこりましたか.
3.語れがじ廿んをおこし車したか. 3.1!れiJI!:.けんをおこしましたか.
4.ICZI=在し車したか. 4.な巴をしましたか.
5.~~ 1IIはなんですか. 5.どうきはなんですか.
8.t併がいしやはどうなっていますか. 8.げん者んはいまどうなっていますか.
7.1=げたあと、はん位んはどうしましたか. 7.はん巳んはどうしていますか.
E ほんとう包つかったも申はなんですか. 日.とうそうにつかヲたも由l主、なんですか.
9.はんこう1=っかヲたも骨怯、どこでhっかり車したか. 9.とうそうにつかヲたも聞は、どこで再っか恒ましたか.
(龍谷大学非常勤講師)
